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１ クーリング・オフについて 

⑴ クーリング・オフとは 

 特定商取引法やその他の法律で定められた一定の契約に限り、消費者が契約してしまっ

たあとでも、その契約を一方的・無条件に解除できる制度です。 

⑵ クーリング・オフの特徴 

○既に代金を支払った場合は、全額返金されます。 

○工事などが完了していても、期間内であればクーリング・オフできます。 

○使用している場合でも、そのまま返品できます（「指定消耗品」と書かれている場合を

除く）。 

○キャンセル料や違約金は必要ありません。 

○商品の返還・引き取り費用は事業者で負担 

⑶ クーリング・オフの適用対象と行使可能期間 

 特定商取引では、契約書を受け取った日から起算して、下記の期間内にクーリング・オ

フができます。なお、期間内の消印有効なので、期間内に発送していればよく、期間内に

相手に届いている必要はありません。 

【特定商取引によるクーリング・オフの対象と期間】 

※契約書の記載内容に不備があり、法定書面として認められない場合は、 

 期間が過ぎていいてもクーリング・オフできる場合があります。 
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⑷ クーリング・オフできない場合 

○現金取引で代金が3,000円未満の場合 

○店舗に自ら出向いて購入した場合 

○通信販売での買い物 

○化粧品、健康食品など「指定消耗品」と書かれている商品を使用した場合（使用分のみ） 

○乗用車、葬儀代金など 

○事業主としての契約 

⑸ クーリング・オフ通知の送り方 

○はがきは「販売会社」に送ります。 

○クレジット契約を利用した場合は「クレジット会社」にも送ります。 

○解約理由を記載する必要はありません。 

○電話での解約は証拠が残らないので、必ず書面で、「特定記録郵便」か「簡易書留」で

郵送します。その際、はがきは両面ともコピーを取り、郵便局の受領証と一緒に保管し

ましょう。 

⑹ はがきの記載例 

【販売会社への通知はがき】 

裏面                  表面 
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【クレジット会社への通知はがき】 

裏面                  表面 


